
ラボクラブ会員規約 

 

第 1 条（名称） 

本クラブは、ラボクラブ（以下「クラブ」という。）と称する。 

 

第 2 条（事務局） 

クラブの事務局を長野県木曽郡木曽町開田高原末川１８９９－４に置く 

 

第 3 条（運営） 

クラブの運営・管理（会員資格の得喪変更、会費・諸費用の収受、会員規約の制定・改廃等の決定手続

きを含む）は一般社団法人おんたけウェルネスラボが行います。 

 

第 4 条（目的） 

クラブは、会員の健康の維持・増進を図り、会員相互の交流および親睦を深め、元気で明るく暮らして

いくことを目的とする。 

 

第 5 条（入会資格） 

クラブは、会員が自己管理のもとでレッスン受講することを前提とし、クラブ、クラブのスタッフおよ

び他の受講者に対し信義に従い誠実に行動することを入会の条件とします。なお、次の各号のいずれか

に該当する方はクラブの会員になることができません。入会後にこれらの事象が判明した時点で退会

していただきます。 

1. クラブの定める諸規定を遵守できない方。 

2. 暴カ団関係者を始めとする反社会的勢力に該当すると会社が判断した方。 

3. 健康状態に異常があり、医師等により運動を禁じられている方。 

4. 伝染病、その他他人に伝染または感染する恐れのある疾病を有している方。 

5. 未成年の方。 

6. クラブにおいて過去に除名等の理由により会員資格を喪失した方。 

7. その他クラブが会員としてふさわしくないと判断した方。 

 

第 6 条（入会手続） 

クラブに入会する方は所定の入会手続きを行い、クラブの承認を得た上、定める会費・入会諸費用をお 

支払いいただきます。また、必要により医師の健康証明書の提出を求めることがあります。 

 

第 7 条（入会諸費用） 

会員は、クラブの定める入会諸費用を、所定の方法でクラブに支払わなければなりません。なお、当該

入会諸費用は、入会契約締結及び履行のための必要費用であり、一旦納入した入会諸費用等は、理由の

如何に問わず返還しないものとする。 



第 8 条（会員資格停止及び除名） 

クラブは、会員が次の各号の一つに該当すると認めた場合は、会員資格の一時停止または除名をするこ

とができます。 

1. クラブの定める会費・諸費用につき、２ヶ月以上滞納したとき。 

（除名の場合も除名以前の会費・諸費用は全て納入していただきます。） 

2. クラブの施設及びレッスン会場を故意に毀損したとき。 

3. 本規約、その他クラブが定める規則に違反したとき。 

4. クラブの名誉、信用を毀損し、または秩序を乱したとき。 

5. 入会書類に虚偽を記載したことが判明したとき。 

6. 会員として品位を損なうと認められる非行があったとき。 

7. 伝染病等他人に伝染・感染するおそれのある疾病に罹患したとき。 

8. クラブの合理的な指示・指導に従わないとき。 

9. その他クラブが、社会通念に照らし、会員としてふさわしくないと認めたとき。 

 

第 9 強（会員資格の喪失） 

会員は、退会、除名、死亡及び失踪宣言をうけたとき、その資格を失います。会員が資格を喪失した場

合、クラブから貸与されている物品がある場合には速やかに返還してください。 

 

第１０条（会員資格の譲渡禁止） 

会員は、その会員資格を他に譲渡すること（相続を含みます。）はできません。 

 

第１１条（会費等の支払） 

会員は、クラブの定める会費等を所定の方法で支払わなければなりません。会費等の種類、金額、支払

期限及び支払方法等はクラブが定めるものとします。（月会費は、会員がクラブの会員資格を有する限

り、レッスンを受講しない場合も支払い義務が発生します。） 

 

 第１２条（活動日時及び会場・施設） 

 レッスンの活動日時及び会場・施設については、クラブが別に定めるスケジュールによります。 

やむを得ない事由が発生した場合は、定められたスケジュール、会場・施設を変更または中止すること

がある。その場合は事前に会員に通知する。レッスンの開催が困難と判断した場合は、中止もしくは他

のレッスンに振替ができるものとする。 

 

第１３条（指導内容） 

クラブが定めた指導方法により、会員の技術・体力等に応じた指導を行う。 

 

第１４条（レッスンの変更） 

会員は、各月の２０日までにクラブの定める方法で変更手続きを行うことにより、翌月からレッスンの

種類を変更することができます。２０日を過ぎた場合は、クラブの事務手続き上、翌々月扱いになりま



す。 

 

第１５条（レッスンの振替） 

会員は、レッスンの欠席及び月の受講回数に満たない時は、他のレッスンに振替ができるものとしま

す。この場合、各レッスンは定員になり次第受付終了となります。（翌月末まで振替可能） 

 

第１６条（休会） 

会員は、各月の２０日までにクラブの定める方法で休会手続きを行うことにより、翌月から休会するこ

とができます。クラブの事務手続き上、２０日を過ぎた場合は翌々月扱いになります。一回の手続きに

よる休会期間は１ヶ月から６ヶ月間までとします。休会最終月の２０日までに休会期間の延長を希望

する場合は、再度手続きを行うことにより延長が可能です。（最長、１回につき連続１年間まで） 

 

第１７条（退会） 

会員は、退会を希望する場合、当社所定の退会手続（以下「退会手続」といいます）を取るものとしま

す。 

1. 退会手続の完了日と退会日との関係は以下に定めるとおりとし、退会日をもって会員契約が終了する

(1)各月の２０日（当営業所が定休日の場合は、翌営業日）までに退会手続が完了した場合、退会日は、

退会手続完了月の末日またはそれ以降の月の末日のうち、会員が退会手続時に指定する日とします。 

(2)退会手続の完了が２１日（当営業所が定休日の場合は、翌営業日）以降になった場合、退会日は、 

退会手続完了月の翌月末日またはそれ以降の月の末日のうち、会員が退会手続時に指定する日としま

す。 

2. 会員は、レッスンの利用の有無にかかわらず退会日までの会費を支払う必要があるものとします。 

3. 会員が、当社に対して口頭、電話、電子メールその他の手段で退会の意思を伝えた場合といえども、当

社所定の退会手続を終えない限り、退会とはみなされません。会員は、退会手続を適切に完了しない限

り、会員契約が有効に継続し、会員が有する本施設の利用権や会費その他の支払義務が存続することを

十分に認識するものとします。 

4. 会員本人が死去された場合当該会員の親族またはこれに準ずる方で当社が認める方が、退会手続を完

了させる必要があるものとし、当該退会手続については、本条の上記各規定が適用されるものとしま

す。ただし会員本人が死去された月の末日をもって退会日とします。 

 

第１８条（休業） 

クラブは、次の事由によりクラブの一部または全部を休業することがあります。 

クラブの一部または全部を休業とする場合、会員は受講のレッスンを他のレッスンに振り替えること

ができます。 

1. 台風その他異常気象、風水火災害、地震、近隣の事故等でクラブの業務遂行に支障があるとき。 

2. 施設の点検、補修、改修その他本施設の運用管理上、当社が必要と判断したとき。 

3. 法令の制度改廃、行政指導、社会情勢、経済状況の著しい変化があったとき。 

4. その他閉鎖または臨時休業の必要があると認められるとき。 



5. 年末年始、夏季の一定期間の休業、その他当社の都合により当社が必要と判断したとき。 

 

第１９条（事故の責任） 

会員はレッスンに際しては、クラブの諸規定及び施設管理責任者並びに指導者の指示に従い、自己の責

任において行動するものとする。これに違反して、盗難、傷害その他の事故が発生した場合、クラブ及

び指導者に対し、一切の損害賠償を請求しないものとする。 

 

第２０条（安全保険への加入） 

会員は、スポーツ安全保険に加入しなければならない。クラブはその活動中の傷害については、スポー

ツ安全保険の対象範囲内でのみ対応するものとし、未加入者の活動の事故については、一切の責任を負

わない。 

 

第２１条（変更事項） 

会員は、住所または連絡先等に変更のあった場合は速やかに所定の方法で手続きをするものとします。 

 

第２２条（諸費用の改定） 

クラブは、本規約に基づいて会員が負担すべき諸費用を、社会情勢・経済状況の変動等を参考にして改

定することがあります。この場合、クラブは改定日の１ヶ月以上前までに書面及び当社ホームページに

て会員に告知するものとします。 

 

第２３条（禁止事項） 

会員は、クラブの運営について、以下の各号に該当する行為をしてはならないものとします。会員に当

該行為があると判断した時は、当社は会員に対し、当該行為の中止を求めることができます。 

10. 他の会員または当社スタッフに対して叩く、殴る、蹴る、強く押す、強く掴むなどの暴力を振るうこ

と。 

11. 他の会員または当社および当社スタッフに対して暴言、誹謗中傷、嫌がらせ、睨みつけ、待ち伏せ、

尾行、つきまとい、個人的交友の強要その他の迷惑行為や不適切な行動をとること。 

12. 窃盗、盗撮、のぞき、痴漢、露出、唾を吐く、その他法令または公序良俗に反する行為をすること。 

13. クラブの施設及びレッスン会場の設備等を持ち出すこと、クラブの施設及びレッスン会場の設備等を

叩く、殴る、蹴る、落書きするなどにより損壊すること、指定場所以外での排泄等によりクラブの施設

及びレッスン会場を汚損すること。 

14. レッスンに刃物等の危険物を持ち込むこと。 

15. クラブの施設及びレッスン会場において政治活動、宗教活動を行うこと。 

16. クラブの施設及びレッスン会場において許可なく営業活動、取材活動、勧誘活動、署名活動、ビラ等

の配布、張り紙の掲示、撮影等を行うこと。  

17. 酒気を帯びて本レッスンを受講すること。 

18. 会費などその他の未払債務を履行せずに、レッスンを受講すること。 

19. 盲導犬等当社が認めた以外の動物を本施設内に持ち込むこと。 



20. レッスン中に喫煙（電子タバコを含む）をすること。 

 

第２３条（閉鎖） 

クラブは天災地変、社会情勢の変化、その他クラブの存続が困難となる事由が生じたときは、クラブの

全部または一部を無条件に閉鎖することができる。 

 

第２４条（個人情報の取り扱い） 

クラブは、法令を遵守し、おんたけウェルネスラボが定めるプライバシーポリシーに基づき厳正に取り

扱うものとする。 

 

 第２５条（写真・映像の使用） 

クラブは、クラブが行うレッスン活動中に撮影した写真・映像をおんたけウェルネスラボのホームペー

ジ、SNS、その他プロモーションに使用することを承諾するものとする。使用に関して支障をきたす場

合には事前に申し出るものとする。 

 

第２６条（細則） 

本規約に定めていない事項及び業務遂行上必要な細則はクラブが定めるものとします。 

 

第２７条（改定） 

本規約の改定及び変更はクラブにより為されるものとし、その効力は当該改定及び変更時に在籍する

全ての会員に及ぶものとします。なお、クラブが本規約の改定及び変更を行うときは、改定日の 1 ヶ

月以上前までにその内容を書面及び当社ホームページにて会員に告知するものとします。 

 

第２８条（附則） 

本規約は２０２6 年 4 月１日より施行します。 


